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第２章 高齢者を取り巻く現状

第１節 練馬区の高齢者の現状（練馬区高齢者基礎調査より）

【練馬区高齢者基礎調査について】

区では、第４期計画策定にあたっての基礎資料とするため、平成 19 年 12 月に下記の

とおり練馬区高齢者基礎調査を実施しました。

５つの調査の結果を一部抜粋し、高齢者を取り巻く現状等を紹介します。

① 高齢者一般調査

【高齢者一般】

【特定高齢者（利用）】

【特定高齢者（未利用）】

※ 「特定高齢者」とは、
65 歳以上の方を対象と
する「生活機能評価」の
結果、要支援・要介護に
なるおそれがあると判
定された方を指します。

【高齢者一般】住民基本台帳から介護保険の認定を受けている

方を含む 65 歳以上の方から無作為に（ただし、【特定高齢

者（利用・未利用）】、③調査および④調査の該当者を除く）

3,000人抽出しました。

〔有効回収数 2,223 有効回収率 74.1％〕

【特定高齢者(利用）】特定高齢者の認定を受けており、かつ平

成19年４～11月までに介護予防事業を利用した135人を対

象としました。

〔有効回収数 119 有効回収率 88.1％〕

【特定高齢者(未利用)】特定高齢者の認定を受けており、かつ

介護予防事業を利用していない方から無作為に 200 人を抽

出しました。

〔有効回収数 154 有効回収率 77.0％〕

②これから高齢期を迎え

る方の調査

【これから高齢期一般】

【介護サービス利用者】

【これから高齢期一般】住民基本台帳から介護保険の認定を受

けていない55～64歳の方から無作為に1,000人を抽出しま

した。

〔有効回収数 552 有効回収率 55.2％〕

【介護サービス利用者】介護保険の認定を受けており、かつ介護

サービスを利用している 55～64 歳の方から無作為に 200 人

を抽出しました。

〔有効回収数 99 有効回収率 49.5％〕

③介護サービス利用者調査 介護保険の認定を受けており、かつ介護サービスを利用して

いる 65 歳以上の方から無作為に 3,000 人を抽出しました。（た

だし、調査①の該当者を除く。）

〔有効回収数 1,694 有効回収率 56.5％〕

④介護サービス未利用者

調査

（要介護認定者調査）

介護保険の認定を受けているが、介護サービスを利用してい

ない 65 歳以上の方から無作為に 1,500 人を抽出しました。（た

だし、調査①の該当者を除く。）

〔有効回収数 892 有効回収率 59.5％〕

⑤介護サービス事業所調査 介護サービスを提供している区内の 459 事業者を対象としま

した。
〔有効回収数 275 有効回収率 59.9％〕
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（１） 世帯構成

高齢者の増加に伴い、ひとりぐらしや夫婦のみの世帯が増加しています。高齢者一般

調査（65 歳以上）では、ひとりぐらし世帯の割合は 16.5％と前回（平成 16 年）の結果

（15.9％）よりも増加しています。夫婦のみの世帯の割合は 40.3％で、前回（平成 16

年）の結果（40.4％）とほぼ同じです。

単身（ひとりぐらし
）世帯

夫婦のみの世帯 その他の世帯 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,22316.5 40.3 41.5 1.8

ひとりぐらし世帯でなくても、同居家族が働いている、学校に通っているなど、日中

はひとりで過ごしているという方（日中独居者）もいます。

高齢者一般調査（65 歳以上）では、「その他の世帯」のうち 25.6％は、日中の自宅で

は「自分ひとりのことが多い」（20.9%）、「いつも自分ひとりである」（4.7%）と回答して

います。

世帯構成：高齢者一般（65 歳以上）

日中の在宅での状況：高齢者一般（65 歳以上）

全 体

いつも誰かが
いる

誰かがいるこ
とが多い

自分ひとりの
ことが多い

いつも自分ひ
とりである

無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

単身（ひとりぐらし）世帯

夫婦のみの世帯

その他の世帯

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

2,223

366

896

922

37.9

2.5

48.3

42.0

27.9

4.6

35.6

30.4

18.7

27.6

12.7

20.9

12.9

62.6

1.6

4.7

2.6

2.7

1.8

2.1

全 体
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（２） 社会参加への意欲

高齢者一般調査（65歳以上）では、25.5％が「仕事についている」という結果であり、

前回（平成 16 年）の結果（26.0％）とほぼ同様です。

また、就労理由（今後の就労意向のある者も含む）では、「健康のため」が 27.0％と

最も高く、次いで「生きがいを得るため」が 25.1％という結果となっています。

就労状況：高齢者一般（65 歳以上）

仕事についている

仕事についていない

無回答

25.5

71.5

3.0

n=

2,223

(%)

仕事についている、または今後仕事につきたい理由
（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

0 10 20 30 40
(%)

健康のため

生きがいを得るため

生活費を得るため

小遣いを得るため

持っている技術や資格を生か
すため

何もしないでいると退屈なの
で

将来への蓄え（預貯金）のた
め

その他

無回答

27.0

25.1

21.4

15.5

14.3

10.3

9.4

3.4

34.9

サンプル数 n=2,223
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地域活動への参加については、現在、町会・自治会やボランティア活動など何らかの

形で地域活動に参加しているという回答は 17.0％であり、前回（平成 16年度）の 15.5％

を若干上回っています。

一方、現在「活動はしていない」と回答した方のうちでも、28.5％は「関心・興味の

あるテーマがあれば活動したい」、20.6％は「時間に余裕があれば活動したい」など、

64.2％の方が、活動のための条件が満たせれば活動したいと考えています。

町会・自治会やボランティア・NPO 活動への参加状況（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

ＴＯＴＡＬ n=2,223

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

町会・自治会の活動をしてい
る

老人クラブの活動をしている

ボランティア活動をしている

ＮＰＯ活動をしている

活動はしていない

無回答

7.6

5.4

6.4

1.0

83.0

0.0

サンプル数 n=2,223

町会・自治体やボランティア

活動等をしている。17.0％

※各回答は複数回答であるため、

それぞれの合計値ではない。

0 10 20 30 40
(%)

関心・興味のあるテーマがあ
れば活動したい

時間に余裕があれば活動した
い

健康状態がよくなったら活動
したい

活動する拠点となるような施
設が身近なところにあれば

紹介があれば活動したい

知り合いがいれば活動したい

その他

活動したくない・関心がない

無回答

28.5

20.6

15.6

15.1

10.0

8.4

2.3

18.3

17.5

サンプル数 n=1,846（「活動はしていない」と回答した方）

活動に必要な条件やきっかけ（複数回答）：高齢者一般（65 歳以上）

条件が満たせれ

ば活動したい。

64.2％

※各回答は複数回

答であるため、そ

れぞれの合計値

ではない。
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（３） 健康への意識

高齢者一般調査（65 歳以上）では、「ふだん健康に気をつかっている」と回答した方が

93.4％と大多数を占めています。

気をつかっている 気をつかっていない、意識し
ていない

無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,22393.4 5.3
1.3

しかし一方で、これから高齢期を迎える方への調査（55～64 歳）では、自身の生活習

慣への関心については、「改善が必要だとは思うが、容易には変えられない」という回答

が多く、特に男性の 55～59 歳では 50.0％を占める結果となっています。

自身の生活習慣への関心：これから高齢期（55～64 歳）

生活習慣に
特に問題は
ない

改善が必要
だとは思う
が、変えよ
うとは思わ
ない

改善が必要
だとは思う
が、容易に
は変えられ
ない

改善が必要
だと思い具
体的に取り
組みたいと
考えている

改善が必要
だと思い、
取り組み・
行動を始め
ている

生活習慣に
ついては関
心がない

無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

男性５５～５９歳

男性６０～６４歳

女性５５～５９歳

女性６０～６４歳

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

552

106

142

127

160

30.3

24.5

31.0

28.3

36.9

3.1

5.7

5.6

0.8

1.3

36.2

50.0

33.1

35.4

31.3

13.4

10.4

15.5

18.9

10.0

14.1

6.6

12.0

15.7

18.1

1.6

1.9

2.8

0.8

1.3

1.3

0.9

0.0

0.0

1.3

全 体

ふだん健康に気をつかっているか
（高齢者一般：65 歳以上） （これから高齢期：55～64 歳）

気をつかっている 気をつかっていない、意識し
ていない

無回答

(%)
ｻﾝﾌ ﾙ゚数

55286.1 13.2
0.7
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（４） 介護予防への取組状況

高齢者ができるかぎり介護を必要とせずに、自立した生活を送れるよう、日ごろから

介護予防に取り組むことが必要です。

介護予防への取組方をみると、特定高齢者（5、43、98 ページ参照）の介護予防サー

ビス利用者では、「意識して取り組んでいる」が 66.4％であるのに対し、高齢者一般（65

歳以上）では 41.1％、これから高齢期を迎える方（55 歳～64 歳）では 21.2％と、介護

予防の重要性への理解は、十分に浸透していない状況です。

介護予防への取り組み状況

特定高齢者（介護予防サービス利用者）
サンプル数 n=119

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

66.4

2.5

0.0

10.1

16.8

0.8

0.0

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

41.1

7.2

7.2

13.7

18.0

1.9

5.0

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

意識して取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組み
たい

もう少し歳をとってから取り
組みたい

きっかけがあれば取り組みた
い

興味はあるが、具体的な取り
組み方がわからない

その他

興味・関心は特にない

無回答

21.2

7.2

19.7

17.4

23.9

2.0

5.6

2.9

これから高齢期を迎える方（55歳
～64 歳）
サンプル数 n=552

高齢者一般（65 歳以上）
サンプル数 n=2,223
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（５） 地域包括支援センターの認知度

高齢者一般調査（65歳以上）、これから高齢期を迎える方への調査（55～64 歳）では、

地域包括支援センターを「知らない」という回答がそれぞれ 57.8％、76.4％と、現時点

では十分には認知されていない状況です。

現在利用してい
る

利用したことが
ある

名前は知ってい
るが、利用した
ことはない

知らない 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,2234.3

3.3

29.7 57.8 4.9

現在利用してい
る

利用したことが
ある

名前は知ってい
るが、利用した
ことはない

知らない 無回答

(%)
ｻﾝﾌﾟﾙ数

552

1.8

1.4

17.4 76.4 2.9

地域包括支援センター認知状況

これから高齢期を迎える方（55～64 歳）

高齢者一般（65 歳以上）
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（６） 認知症高齢者の介護

介護サービス利用者調査（認知症の方）によると、認知症高齢者の介護者が、在宅介

護で困ったり、負担に感じていることは、「日中、家を空けるのを不安に感じる」が59.5％、

「精神的なストレスがたまっている」が 57.3％という結果となっています。また、「本

人の言動が理解できないことがある」が 44.0％、「本人に正確な症状を伝えるのが難し

い」が 30.2％と、介護者が要介護者とのコミュニケーションを図ることに困難を感じる

割合が高くなっています。

0 10 20 30 40 50 60
(%)

日中、家を空けるのを不安に
感じる

精神的なストレスがたまって
いる

本人の言動が理解できないこ
とがある

自分の自由になる時間が持て
ない

自分の用事・都合をすませる
ことができない

本人に正確な症状を伝えるの
が難しい

身体的につらい（腰痛や肩こ
りなど）

先々のことを考える余裕がな
い

睡眠時間が不規則になり、健
康状態がおもわしくない

来客にも気を遣う

経済的につらいと感じたとき
がある

家の構造が介護をするのに適
していない

家族や親族に介護を協力して
もらえない

適切な対応や介護方法がわか
らない

介護を家族等他の人に任せて
よいか、悩むことがある

本人に受診を勧めても同意し
てもらえない

誰に、何を、どのように相談
すればよいか、わからない

サービスを利用したら本人の
状態が悪化した

その他

特に困っていることはない

無回答

59.5

57.3

44.0

43.2

36.4

30.2

29.6

25.8

22.0

19.0

16.3

14.9

14.4

9.0

9.0

7.9

7.6

6.0

2.7

4.3

9.0

在宅介護で困ったり、負担に感じている
こと（複数回答）

：介護サービス利用者（認知症の方）

の介護者
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（７） 介護人材の確保

介護サービス事業所調査では、事業運営上の課題として、「介護報酬が低い」が 59.6％

と最も高く、次に「スタッフの確保」が 47.3％、「スタッフの人材育成」が 32.4％、「設

備・スタッフ等が不足し量的にニーズに応えられない」が 29.5％と、人材確保に関する

課題が多くあげられています。

0 10 20 30 40 50 60
(%)

介護報酬が低い

スタッフの確保

スタッフの人材育成

設備・スタッフ等が不足し量
的にニーズに応えられない

責任者など中堅人材の確保・
育成

医療機関との連携

新規利用者の獲得が困難

利用者等が介護保険制度等を
よく理解していない

スタッフが短期間で離職して
しまう

入居者の認知症が重度化した
場合の対応

利用者１人あたりの利用量が
少ない

他職種との連携

他のサービス事業者との連携

訪問や送迎が非効率（エリア
が広い等）

他のサービス事業者との競合
が激しい

利用者の身体状況の把握が難
しい

利用者からの苦情や事故への
対応

その他

特に課題はない

無回答

59.6

47.3

32.4

29.5

23.3

22.5

20.7

16.0

15.3

11.3

8.7

8.7

8.7

6.2

5.5

4.0

2.9

4.4

0.7

1.5

事業所を運営する上での課題（複数回答）：介護サービス事業所

サンプル数 n=275（事業所）
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（８） 在宅介護・医療に関する意見

高齢者一般調査（65 歳以上）では、自分自身が日常生活をおくる上で介護が必要とな

った場合に、約６割の方が、自宅での生活を希望すると回答しています。

一方、介護サービス事業所調査では、要介護者が在宅生活を継続するための条件とし

て、「介護者の身体的負担の軽減」という回答が 72.4％ともっとも高く、次に「往診可

能なかかりつけ医の存在」が 58.2％という結果となっています。

自身の希望する介護：高齢者一般（65 歳以上）

サンプル数 n=2,223 0 10 20 30 40 50 60
(%)

自宅で介護保険のサービスを
利用しながら暮らしたい

特別養護老人ホームなどの介
護保険施設に入所したい

介護してくれる病院に入院し
たい

自宅でサービスを利用しない
で家族介護を中心にしたい

有料老人ホームに入居したい

その他

わからない

無回答

51.8

11.6

9.0

5.6

4.1

0.8

12.5

4.6

この２つの回答を合わせて

57.4%（約 6割）は自宅での

生活を希望

要介護者が在宅生活を継続するための条件（複数回答）：介護サービス事業所

サンプル数 n=275（事業所）
0 10 20 30 40 50 60 70 80

(%)

介護者の身体的負担軽減

往診可能なかかりつけ医の存
在

利用者本人の自立生活志向を
高める支援

地域保健福祉関係機関や人材
等の地域資源との連携

現行のサービス供給量の拡大

専門的なサービスの開発と提
供

その他

無回答

72.4

58.2

52.0

50.2

40.0

38.5

7.3

4.4
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（９） 住まいの現状

高齢者一般調査（65 歳以上）では、約７割の方が一戸建ての持ち家に住んでいると回

答しています。また、現在一戸建ての持ち家に住んでいると回答した方のうち67.9％は、

「この先住み替えは考えていない」と回答しています。

一戸建て
持ち家（
自己所有
のビルを
含む）

分譲マン
ション（
集合住宅
）

民間の賃
貸アパー
ト・マン
ション

都営住宅
・区営住
宅

ＵＲ賃貸
住宅・公
社賃貸住
宅

社宅・官
舎・寮

その他 無回答 (%)

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

2,22368.2 9.3 8.1 7.2 3.8

0.3 1.9

1.2

この先住み替
えは考えてい
ない

３０㎡以上（
二間８畳、６
畳以上）

２５㎡以上（
二間６畳、４
畳以上）

家賃が安けれ
ば狭くともよ
い（一間７畳
以下）

２０㎡以上（
一間８畳以上
）

無回答

(%)

一戸建て持ち家（自己所有の
ビルを含む）

ｻﾝﾌﾟﾙ数

1,51567.9 14.3 6.1
0.6

2.4
8.8

住居の状況：高齢者一般（65 歳以上）

全 体

住み替えを考えたとき必要な広さ：高齢者一般（65 歳以上）
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第２節 練馬区の介護保険事業の現状

（１） 第 1 号被保険者の状況

① 第 1号被保険者数

○ 平成 20年における総人口に占める第 1号被保険者数の割合は 18.7%となっていま

す。18 年から 20 年にかけて、8,056 人、0.9 ポイントの増となっています。

○ 平成 20 年における第 1 号被保険者の内訳は、前期高齢者(65～74 歳)が 55.3％、

後期高齢者(75 歳以上)が 44.7%を占めています。18 年から 20 年にかけて、後期高

齢者が 2.4 ポイントの増となっており、前期高齢者と後期高齢者の比率が急速に変

化しています。

第 1 号被保険者数 (単位:人)

年次

区分
平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年

総人口 687,726 692,899 699,403
総人口

前年比 0.75% 0.94%

被保険者数 122,625 127,133 130,681

総人口比 17.8% 18.3% 18.7%
第 1 号

被保険者

前年比 3.68% 2.79%

被保険者数 70,743 71,913 72,245

第 1 号比 57.7% 56.6% 55.3%
前期高齢者

(65～74 歳)

前年比 1.65% 0.46%

被保険者数 51,882 55,220 58,436

第 1 号比 42.3% 43.4% 44.7%
後期高齢者

(75 歳以上)

前年比 6.43% 5.82%

※各年 4 月 1日現在。（資料:「練馬の介護保険」）
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（２） 要介護認定者の状況

① 第１号被保険者の要介護認定者数の推移

○ 平成 20 年度末における要介護認定者数は 20,863 人で、18 年度から 20 年度にか

けて、1,487 人の増となっています。

○ 介護保険法改正直後の平成 18 年度は、要介護１以下の軽度者が 36.8％を占めて

いましたが、20年度には 33.2％まで減少しました。

○ 要介護２の認定者は、3.0 ポイント増加しています。

第１号被保険者の要介護認定者数 (単位:人)

要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計

1,087 2,320 3,722 4,010 3,017 2,976 2,244 19,376
平成 18年度

5.6% 12.0% 19.2% 20.7% 15.6% 15.4% 11.6% 100.0%

957 2,430 3,324 4,838 3,364 2,882 2,357 20,152
平成 19年度

4.7% 12.1% 16.5% 24.0% 16.7% 14.3% 11.7% 100.0%

1,040 2,490 3,439 4,936 3,544 3,003 2,411 20,863
平成 20年度

4.9% 11.9% 16.4% 23.7% 16.9% 14.4% 11.6% 100.0%

※各年度末現在、ただし平成 20 年度は見込値です。（資料:「練馬の介護保険」）

② 第２号被保険者の要介護認定者数の推移

○ 平成20年度末における要介護認定者数は647人で、18年度から20年度にかけて、

ほぼ横ばいとなっています。

○ 平成 20 年度末における内訳は、要介護２が全体の 27.0%、要介護３が 18.9%を占

め、全体の約 46%を占めています。

第２号被保険者の要介護認定者数 (単位:人)

要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計

12 58 74 163 111 104 96 618
平成 18年度

1.9% 9.4% 12.0% 26.4% 18.0% 16.8% 15.5% 100.0%

4 54 67 178 139 115 87 644
平成 19年度

0.6% 8.4% 10.4% 27.6% 21.6% 17.9% 13.5% 100.0%

9 53 71 175 122 121 96 647
平成 20年度

1.4% 8.2% 11.0% 27.0% 18.9% 18.7% 14.8% 100.0%

※各年度末現在、ただし平成 20 年度は見込値です。（資料：「練馬の介護保険」）
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③ 要介護認定者状況の特別区(23 区)比較

○ 平成 19 年 11 月における練馬区の第 1 号被保険者の要介護認定率（第 1 号被保険

者に占める要介護認定者の割合）を特別区（23 区）において比較すると、23 区平均

より 0.45 ポイント低く、23 区中７番目に低い要介護認定率となっています。

○ 要介護度別の内訳を 23 区平均と比較してみると、要支援１が 23 区平均より 1.63

ポイント低く、要介護２が 23 区平均より 0.82 ポイント高くなっています。

要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

認定率計

特別区平均 2.39% 2.02% 2.68% 2.88% 2.61% 2.22% 1.94% 16.49%

練馬区 0.76% 1.93% 2.76% 3.70% 2.63% 2.37% 1.90% 16.04%

19.52%

18.94%

18.90%

17.82%

17.53%

17.50%

17.43%

17.14%

17.11%

17.07%

17.03%

17.02%

16.98%

16.52%

16.37%

16.04%

15.55%

15.28%

15.13%

14.97%

13.65%

13.16%

16.49%

18.58%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00%

千代田区

渋谷区

新宿区

世田谷区

杉並区

中央区

港区

中野区

豊島区

板橋区

目黒区

荒川区

台東区

大田区

足立区

文京区

練馬区

北区

墨田区

品川区

江東区

葛飾区

江戸川区

特別区平均

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 認定率 計

※平成 19 年 11 月末現在。（資料：「介護政策評価支援システム」より練馬区にて作成）

特別区（23区）における
要介護認定の状況
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④ 認知症の症状がある要介護認定者の状況

○ 平成 20 年３月審査データによると要介護認定者(第１号・第２号被保険者計)のうち

77.8％に何らかの認知症の症状があり、48.6％が見守りなどの日常生活上の介護の支

援を必要とする状況です。

○ 要介護度が重くなるにつれ、介護を必要とする認知症の割合も増加しています。ま

た、後期高齢者になるとその割合が増え、85 歳以上では 59％になっています。

要介護認定者に占める認知症の症状がある者の割合(要介護度別)

48.2%

42.0%

9.8%

41.2%

56.1%

2.7%

19.3%

32.8%

47.9%

18.6%

26.4%

55.0%

15.5%

22.8%

61.6%

8.0%

16.1%

75.9%

4.5%
8.0%

87.5%

22.2%

29.2%

48.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平均

Ⅱ以上

Ⅰ

自立

※平成 20 年３月要支援・要介護認定審査分。

要介護認定者に占める認知症の症状がある者の割合（年代別）

49%

22%

29%

24%

38%

38%

36%

26%

37%

24%

33%

43%

20%

34%

47%

13%

28%

59%

28%

30%

42%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

～６４歳 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５歳以上 平均

Ⅱ以上

Ⅰ

自立

※平成 20 年３月要支援・要介護認定審査分。

※日常生活自立度(寝たきり度)は、Ⅰ以上は何らかの認知症の症状がある方、Ⅱ以上の方は見

守り等の何らかの介護の支援が必要な方であることを示しています。
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（３） 介護給付・予防給付の状況

① 介護保険サービスの利用状況

○ 各サービスを合わせた介護保険サービスの利用者数を各年度の月平均利用者数で

みると、平成 20年度月平均利用者見込みは 17,516 人であり、平成 18 年度の月平均

利用者数（15,914 人）に比べて約 1.1 倍、1,602 人の増加となっています。内訳で

は居宅サービスのうちの予防給付が約 1.8 倍になっています。

○ 要介護認定者の増加に伴い、居宅サービスの利用者が増加傾向にあります。平成

20 年度における居宅サービス利用者は全体の 79.0%、施設サービス利用者は全体の

16.8％、地域密着型サービス利用者は全体の 4.2%になります。

○ また、要介護度が重い方ほど施設サービスの利用者割合が高くなり、平成 20 年度

見込みでは、要介護５の認定者の 45.0％が施設サービスを利用しています。

○ 一方、要介護認定を受けながら介護保険サービスを利用していないサービス未利

用者は、平成 20 年度では要介護認定者の 17.8％を占めています。未利用者数と未

利用者率は、平成 18～20 年度にかけて、共に微減しています。

介護サービスの月平均利用者数 (単位:人)

18 年度 19 年度 20 年度

居宅サービス（介護給付） 11,491 11,172 11,767

居宅サービス（予防給付） 1,170 1,945 2,075

施設サービス 2,732 2,903 2,945

地域密着型サービス 521 650 729

計 15,914 16,670 17,516

※各年度別に各月審査分給付実績を月平均値として記載しています。ただし、平成 20

年度は見込値です。（資料：「練馬の介護保険」）
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介護保険サービスの要介護認定別利用者数の比率（平成 20年度見込値）

99.8%

0.2%

0.0%

99.9%

0.0%

0.1%

94.5%

2.8%

2.7%

89.5%

7.2%
3.4%

76.1%

17.3%

6.6%

59.5%

34.8%

5.7%

49.4%

45.0%

5.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

居宅サービス 施設サービス 地域密着型サービス

（資料：「練馬の介護保険」）

介護保険サービスの月平均未利用者数 (単位:人)

3,847 3,842

3,789

20.0%

19.2%

17.8%

3,500

3,550

3,600

3,650

3,700

3,750

3,800

3,850

3,900

18年度 19年度 20年度

15.0%

16.0%

17.0%

18.0%

19.0%

20.0%

21.0%

未利用者数（人） 未利用率（％）

※平成 20 年度は見込値です。（資料：「練馬の介護保険」）
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② 居宅サービスの利用状況

○ 平成 20 年度の介護給付と予防給付を含めた居宅サービス利用者見込は 13,856 人

で、平成 18 年度（12,660 人）と比較すると 1.1 倍、1,196 人の増となっています。

要介護度別の内訳をみると、要介護２が 29.2％(4,045 人)を占めています。平成 18

年度（2,782 人）と比べても 1.45 倍と年々占める割合が高くなっています。

○ 居宅サービスに占める要介護度別の割合は、軽度の方(要支援～要介護 1)では、

訪問介護サービスが 70％以上を占めており、要支援１では 80％を超えています。

○ 平成 20 年度におけるサービス種類別の利用者をみると、全体の 92.8％の人が居

宅介護支援・介護予防支援サービスを利用し、58.2％が訪問介護、44.3％が福祉用

具の貸与、34.7％が通所介護サービスを利用しています。

○ サービス種類別の平成 20 年度と平成 18 年度における月平均利用者数を比較して

みると、訪問リハビリテーションサービスがほぼ倍増と大きく増加しています。

居宅サービスの要介護度別・月平均受給者数 (単位:人)

要支援 要支援１ 要支援２
経過的

要介護
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 総 数

103 320 747 509 3,758 2,782 1,953 1,526 962 12,660平成

18 年度 0.8% 2.5% 5.9% 4.0% 29.7% 22.0% 15.4% 12.1% 7.6% 100.0%

508 1,437 1 2,613 3,509 2,338 1,679 1,031 13,116平成

19 年度 3.9% 11.0% 0.0 19.9% 26.8% 17.8% 12.8% 7.9% 100.0%

518 1,558 2,459 4,045 2,538 1,693 1,045 13,856平成

20 年度 3.7% 11.2% 17.7% 29.2% 18.3% 12.2% 7.5% 100.0%

※各年度別に各月審査分給付実績合計を月平均値として記載しています。

ただし、平成 20 年度は見込値です。 （資料：「練馬の介護保険」）

※上段は要介護度別の受給者数、下段は年度受給者総数に占める割合を示しています。
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0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

福祉用具貸与

短期入所生活介護・療養介護

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護

福祉用具購入費

住宅改修費

居宅サービス計画に占める居宅サービス別利用者数の割合 (単位:％)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

訪問介護 82.7% 73.4% 74.6% 62.0% 61.5% 69.1% 89.1%

訪問入浴介護 0.0% 0.0% 0.2% 0.8% 3.0% 9.8% 36.0%

訪問看護 1.2% 2.7% 5.4% 7.8% 14.1% 22.2% 44.0%

訪問リハビリテーション 0.1% 0.2% 0.3% 1.0% 0.9% 1.7% 3.2%

通所介護 20.5% 25.4% 38.1% 40.4% 44.9% 43.8% 27.6%

通所リハビリテーション 0.7% 4.2% 5.3% 9.6% 10.1% 11.5% 6.0%

福祉用具貸与 4.3% 7.7% 15.1% 51.5% 68.0% 86.9% 92.5%

短期入所生活介護・療養介護 0.4% 0.3% 2.7% 5.5% 13.0% 20.2% 20.5%

居宅療養管理指導 6.2% 3.9% 12.0% 14.2% 26.4% 43.4% 69.0%

特定施設入居者生活介護 6.7% 3.7% 6.4% 5.5% 9.7% 15.1% 11.8%

福祉用具購入費 0.7% 1.0% 1.1% 1.5% 2.1% 2.3% 1.7%

住宅改修費 1.2% 0.9% 0.9% 1.0% 1.2% 1.2% 0.8%

（資料：東京都国民健康保険団体連合会「東京都介護給付実績分析システム」）
※居宅サービス別利用者数の割合は、平成 19 年度実績数値です。
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居宅サービス（介護給付・予防給付の合算）種類別・月平均利用者数
(単位:人)

サービスの種類 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

訪問介護 7,674 60.6% 7,675 58.5% 8,069 58.2%

訪問入浴介護 560 4.4% 549 4.2% 564 4.1%

訪問看護 1,405 11.1% 1,390 10.6% 1,449 10.5%

訪問リハビリテ-ション 82 0.6% 118 0.9% 161 1.2%

通所介護 3,773 29.8% 4,241 32.3% 4,808 34.7%

通所リハビリテ-ション 966 7.6% 923 7.0% 1,072 7.7%

福祉用具の貸与 5,297 41.8% 5,207 39.7% 6,132 44.3%

短期入所生活介護・療養介護 862 6.8% 972 7.4% 1,002 7.2%

居宅療養管理指導 1,706 13.5% 1,908 14.5% 2,196 15.8%

特定施設入居者生活介護 758 6.0% 948 7.2% 1,103 8.0%

居宅介護支援・介護予防支援 11,575 91.4% 11,864 90.5% 12,858 92.8%

福祉用具購入費 176 1.4% 189 1.4% 193 1.4%

住宅改修費 125 1.0% 126 1.0% 131 0.9%

居宅サービス受給者数 12,660 13,116 13,856

※各年度別に各月審査分給付実績を月平均値として記載しています。

ただし、平成 20 年度は見込値です。

（資料：「東京都国保連給付分析システム」および「練馬の介護保険」）

※％は、居宅サービス受給者数に占める当該サービスの利用者の割合を示しています。

③ 施設サービスの利用状況

○ 平成 20 年度の施設サービスの月平均受給者数見込は 2,941 人で、18 年度と比較

すると 1.1 倍、211 人の増となっています。要介護度別の内訳は、要介護４・５の

重度の方が 67.8％を占め、年々重度者の占める割合が高くなっています。これは、

平成 15 年度から介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入所基準の変更を行い、

施設サービスを必要としている基準の高い方を優先的に入所できるようにしたこと

によるものです。

○ 平成 20年度における施設サービスの種類別の月平均利用者数（見込み）をみると、

全体の 54.7%の人が介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）を利用し、26.8％が

介護老人保健施設、18.5％が介護療養型医療施設を利用しています。

○ 平成 20 年度と平成 18 年度における施設サービスの種類別の月平均利用者数を比

較してみると、介護老人福祉施設、介護老人保健施設では 1.1 倍の増が見込まれて

います。
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施設サービスの要介護度別・月平均受給者数 (単位:人)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 総 数

1 1 125 283 465 1,009 846 2,730
平成18年度

0.0% 0.0% 4.6% 10.4% 17.0% 37.0% 31.0% 100.0%

1 1 97 300 524 1,021 959 2,903
平成19年度

0.0% 0.0% 3.3% 10.3% 18.1% 35.2% 33.1% 100.0%

1 0 96 303 546 1,019 976 2,941
平成20年度

0.0% 0.0% 3.3% 10.3% 18.6% 34.6% 33.2% 100.0%

※各年度別に各月審査分給付実績合計を月平均値として記載しています。

ただし、平成 20 年度は見込値です。 （資料：「練馬の介護保険」）

※上段は要介護度別の受給者数、下段は年度受給者総数に占める割合を示しています。

施設サービス種類別の月平均利用者数 (単位:人)

介護老人

福祉施設

介護老人

保健施設

介護療養型

医療施設
総計

1,437 739 554 2,730
平成 18年度

52.6% 27.1% 20.3%

1,547 759 597 2,903
平成 19年度

53.3% 26.1% 20.6%

1,610 787 544 2,941
平成 20年度

54.7% 26.8% 18.5%

※各年度別に各月審査分給付実績合計を月平均値として記載しています。

ただし、平成 20 年度は見込値です。（資料：｢練馬の介護保険」｣

※ 上段は施設ごとの受給者数、下段は構成比を示しています。

施設サービス種類別・要介護度別の月平均利用者数（平成 20 年度） (単位:人)

サービスの種類 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合 計

1 0 47 143 272 577 570 1,610介護老人

福祉施設 0.1% 0.0% 2.9% 8.9% 16.9% 35.8% 35.4%

0 0 44 141 230 265 107 787介護老人

保健施設 0.0% 0.0% 5.6% 17.9% 29.2% 33.7% 13.6%

0 0 5 19 44 177 299 544介護療養型

医療施設 0.0% 0.0% 0.9% 3.5% 8.1% 32.5% 55.0%

（資料：「練馬の介護保険」）

※上段は要介護度別の利用者数、下段は構成比を示しています。
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④ 地域密着型サービスの利用状況

○ 平成 18 年度の介護保険法改正により、新たなサービスとして導入された地域密着

型サービスは、従来からの認知症対応型共同生活介護をはじめ、増加傾向にありま

す。

○ 夜間対応型訪問介護と小規模多機能型居宅介護については、平成 18 年度利用者数

はごくわずかでしたが、サービス提供拠点の整備に伴い着実に伸びてきており、今

後ともサービスの周知と参入促進が必要です。

○ 地域密着型特定施設入居者生活介護・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介

護については、経営の困難等の理由から、全国的に整備が進んでおらず、練馬区に

おいても未整備の状況です。

地域密着型サービス種類別の月平均利用者数 (単位:人)

サービスの
種類

夜間対応型

訪問介護

認知症対応型

通所介護

小規模多機能

型居宅介護

認知症対応型

共同生活介護

地域密着型

特定施設入居

者生活介護

地域密着型

介護老人福祉

施設入所者生

活介護

合 計

平成18年度 2 272 6 241 0 0 521

平成19年度 27 315 35 273 0 0 650

平成20年度 79 343 47 283 0 0 752

※各年度別の給付実績合計を実績月数の平均値として記載しています。

ただし、平成20年度は見込値です。

（資料：東京都国民健康保険団体連合会「東京都介護給付実績分析システム」）
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（４） 介護サービスの基盤整備状況

① 居宅サービスの整備状況

○ 平成20年における練馬区に所在地を有している居宅サービス事業者数は551事業

所であり、平成 18年と比較すると 23 事業者の増であり、増加率は鈍化しています。

通所介護事業者と特定施設入居者生活介護事業者等は増加していますが、訪問介護

事業者が減少しています。

○ 特に、短期入所生活介護事業者や短期入所療養介護事業者のように、併設施設の

整備に伴い増加するサービスは、併設施設の整備に左右されるため増えにくい状況

です。

○ 福祉用具の貸与事業者は、区内に所在していなくても広範囲での事業が可能なた

め、他地域からの出入りが激しく、区内での事業所設置は横ばい状況です。

○ また、法人格を所有していない状況等から基準該当サービス事業者として、登録

によるサービス提供を行う事業者は、ほぼ横ばい状況が続いています。

練馬区内に所在する居宅サービス事業者数

サービスの種類 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年

居宅介護支援 161 155 156

訪問介護 163 160 150

訪問入浴介護 5 5 5

訪問看護 31 34 33

訪問リハビリテーション 3 3 6

通所介護 66 74 82

通所リハビリテーション 11 10 10

短期入所生活介護 17 20 21

短期入所療養介護 11 10 11

特定施設入居者生活介護 14 21 27

福祉用具貸与 26 26 26

特定福祉用具販売 20 26 24

合 計 528 544 551

※ 練馬区内に所在する居宅サービス事業者を掲載しています。
※ 各年 4月 1日現在。（資料：「練馬の介護保険」）

練馬区登録の基準該当サービス事業者数

サービスの種類 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年

居宅介護支援 0 0 0

訪問介護 1 1 1

通所介護 1 0 1

短期入所生活介護 0 1 2

合 計 2 2 4

※各年 4 月 1日現在。（資料：「練馬の介護保険」）
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② 施設サービスの整備状況

○ 平成 20年における介護保険施設の整備状況は、29箇所、2,171 床(定員数)となっ

ています。サービスの種類別に定員数の内訳でみると、58.6%が介護老人福祉施設、

次いで 28.6%が介護老人保健施設となっています。

○ 平成 20 年と平成 18 年を比較してみると２箇所、定員 132 床の増で、増加率はい

ずれも鈍化しています。

練馬区内の介護保険施設の整備状況

平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年
サービスの種類

箇所 定員
構成
比%

箇所 定員
構成
比%

箇所 定員
構成
比%

介護老人福祉施設 16 1,140 55.9% 17 1,210 60.2% 18 1,272 58.6%

介護老人保健施設 6 620 30.4% 5 520 25.9% 6 620 28.6%

介護療養型医療施設 5 279 13.7% 5 279 13.9% 5 279 12.9%

合 計 27 2,039 27 2,009 29 2,171

※各年の左欄は施設箇所数、中央欄は整備床数(定員数)、右欄は整備床数の全体に占める割合を示し

ています。

※各年 4 月 1 日現在。（資料：「練馬の介護保険」）

③ 地域密着型サービスの整備状況

○ 平成 20年における地域密着型サービス事業者は、36 事業者となっています。

○ 平成 20 年と平成 18 年を比較してみると９事業者の増で、特に認知症対応型共同

生活介護事業者が 1.5 倍に増加しています。

地域密着型サービス事業者数

平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年
サービスの種類

箇所 構成比% 箇所 構成比% 箇所 構成比%

夜間対応型訪問介護 0 1 2.9% 1 2.8%

認知症対応型通所介護 17 63.0% 17 50.0% 17 47.2%

小規模多機能型居宅介護 0 2 5.9% 3 8.3%

認知症対応型共同生活介護 10 37.0% 14 41.2% 15 41.7%

地域密着型特定施設
入居者生活介護

0 0 0

地域密着型介護老人福祉
施設入居者生活介護

0 0 0

合 計 27 34 36

※各年の左欄は施設箇所数、右欄は整備数の全体に占める割合を示しています。
※各年 4 月 1 日現在。（資料：「練馬の介護保険」）
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④ 居宅サービスおよび施設サービスの区内事業者利用の状況

○ 平成 20年３月のサービス種別・地域別事業者供給状況をみると、利用者が通うこ

とによりサービス提供が行われる通所介護・通所リハビリ等の通所系サービスは、

約９割が区内事業者を利用しています。

○ また、居宅サービスの中では、福祉用具貸与が 41％、訪問入浴介護が 64％と、区

内の事業者を利用する率が低い状況です。

○ 入院・入所をしてサービス提供が行われる施設系サービスの中では、(介護予防)

特定施設入居者生活介護が 35％、介護療養型医療施設も 35％、介護老人保健施設が

49％と、区内の事業者を利用する率が低い状況です。

サービス種別の地域別事業者供給状況（練馬区）

平成 20 年 3 月集計分（資料：東京都国民健康保険団体連合会「東京都介護給付実績分析システム」）

※平成 20 年３月集計分。

（資料：東京都国民健康保険団体連合会「東京都介護給付実績分析システム」）
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⑤ 介護老人福祉施設の待機者の状況

○ 平成20年６月末時点における区内の介護老人福祉施設への入所待機者は2,405人

(実人員)です。待機者実人員は、平成 18年度以降増加傾向にあります。

○ 平成 20年度における１人当たり申し込み数は平均 4.16 箇所となっています。

練馬区内介護老人福祉施設の入所待機者の状況 (単位:人)

待機者

実人員

第 1 号

被保険者数比

待機者

延べ人員

1 人当たり

の平均申込数

区内施

設床数

第 1 号

被保険者数

平成 18 年度 2,375 1.87% 9,493 4.00 1,240 127,133

平成 19 年度 2,385 1.83% 9,906 4.15 1,302 130,681

平成 20 年度 2,405 1.83% 10,014 4.16 1,302 131,306

※各年度末現在。ただし、20 年度は６月末現在の数値です。


